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決算説明会

（証券コード：6594）
http://www.nidec.com/

決算説明会
2014年3月期 第2四半期

2013年10月23日

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する本プレゼンテ ション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する
見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記
載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関
係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及
び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記
載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義
務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実
際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような違
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表紙の写真は、
本田技研工業株式会社様向け、新型ＣＶＴ用コントロールバルブです。
（日本電産トーソク製）

いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素やリスクについては当社の継
続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。
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連結決算業績

（百万円）

１２年度

第２四半期

（累計）

１３年度

第２四半期

（累計）

前年比
１３年度

通期見込

売上高 353,540 429,634 +21.5% 850,000

営業利益 41,723 39,337 -5.7% 80,000

利益率 11.8% 9.2% 9.4%

税引前利益 36,577 38,441 +5.1% 78,000

当期利益 26,199 27,103 +3.5% 55,000

一株利益（円） 195.28 201.99 +3.4% 404.26
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配当金（円） 45.00 45.00 - 90.00

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

79.41円

77.60円

98.85円

97.75円

+24.5%

+26.0%

95.00円
（下期想定レート）

当期2Q累計の平均為替レートは対ドルで円安（1ドル当たり前年同期比19.44円(約24%)の円安）、対ユーロでも円安（1ユーロ当たり前年同期比29.36円(約29%)の
円安）が進み、前年同期比の為替影響は売上高で約642億円の増収、営業利益では約87億円の増益要因となりました。

第2四半期（累計）決算ハイライト

連結売上高は4,000億円の大台を超え、
上半期の過去最高を更新。

連結営業利益 期初 想定 大幅過達連結営業利益は期初の想定を大幅過達、
「V字業績回復」を継続中。

ビジネスポートフォリオ転換の推進役である
「車載及び家電・商業・産業用」の営業利益
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96億円（2Q単独では51億円）は、上半期
の過去最高を更新。

業績予想と配当予想を上方修正。
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通期業績計画の上方修正

（億円）
上期
計画

通期
計画

上期
計画

通期
計画

上期
実績

通期
計画

売上高 3 800 8 000 4 000 8 200 4 296 8 500

＜期初時のガイダンス＞ ＜今回の上方修正＞＜１Ｑ時の上方修正＞

売上高 3,800 8,000 4,000 8,200 4,296 8,500

営業利益 300 700 350 750 393 800

利益率 7.9% 8.8% 8.8% 9.1% 9.2% 9.4%

税引前利益 290 680 340 730 384 780

当期利益 210 500 245 535 271 550

一株利益（円） 155.92 371.25 182.59 398.72 201.99 404.26
（＊）
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配当金（円） 40 85 40 85 45 90

想定レート 95円/$

125円/€
95円/$

125円/€

（2Q以降）

95円/$

125円/€

（2Q以降）

95円/$

125円/€

（平均ﾚｰﾄ）

98.85円/$

130.00円/€

（下期以降）

95円/$

125円/€

為替感応度：1円あたり米ドルは売上高60億円、営業利益8.0億円、ユーロは売上高7.7億円、営業利益2.2億円

（全てFY13通期ベース）。

（＊）10/1付けの株式交換を考慮しております（株式数：136,049,861株）。

2,500

3,000

250

300売上高（左軸） 営業利益（右軸）

Ｖ字回復を継続中

連結売上高・営業利益の四半期別推移
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13年度の四半期別営業利益予想

250

期初ガイダンス 実績（営業利益：億円）

期初時（13年4月）の営業利益ガイダンスを2四半期連続で上振れ

上振れ

130

170

200 200

180

213

100
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200

250

上振れ

上振れ
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0

50

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q
（実績） （予想） （予想）（実績）

※27ページに記載の注記にご留意下さい。

当社ＨＤＤモータの出荷台数目標見通し
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HDD市場 当社ﾓｰﾀ
（百万台）
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（予想）

（日本電産推定）

（予想）
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中長期成長の発射台となる13年度は、四半期毎の着実な増益を狙う

（売上高：億円）

車載及び家電・商業・産業用の四半期推移予想

（営業利益：億円）

1,000 100

売上高（左軸） 営業利益（右軸）
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-40
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0

12年度 13年度11年度

（実績） （予想） （予想）（実績）

設備投資・減価償却費・研究開発費

614

800 設備投資 減価償却費 研究開発費
（億円）

414

614

326

383

435

301
343

380

435

400 （通期予想） （通期予想）

（通期予想）

10

206 220
190

0

11年度 12年度 13年度 11年度 12年度 13年度 11年度 12年度 13年度

（上期実績） （上期実績）
（上期実績）
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中期戦略目標中期戦略目標

11

1.5 15

100年持続成長の強い企業集団づくりに邁進
利益ある成長でキャッシュを創出、成長と財務規律を両立させる

中期戦略目標

（売上高：兆円） （営業利益率：％）営業利益率目標
15％

1 10

売上高
6,823億円

売上高
1.2兆円

営業利益率
10.7％

自律成長

新規Ｍ＆Ａ

売上高
7,093億円

売上高
8,500億円

営業利益率
9.4％

※
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0

0.5

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

5営業利益率
2.5％

（予想） （目標） （目標）

※三菱ﾏﾃﾘｱﾙｼｰｴﾑｱｲ買収による同社分のFY15売上高目標180億円を含む。
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１本柱
2012年度売上高（7,093億円）

事業ポートフォリオの転換を実現する

2015年度売上高（1.2兆円）

４本柱
（目標）

精
密
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精
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家
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の
他

3,000

（売上高：億円）

車 家

そ
の
他
の

重点２事業

2,000

4,000

3,000

2,000

4,000

（売上高：億円）

3,197

1,618 1,411
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2,000

1,000

2,000

867

カテゴリー毎の利益率ターゲット

3,197
4000 25 3000 8

（営業利益率：％） （営業利益率：％）

ターゲット ターゲット

％ ％

（億円） （億円）

精密小型モータ精密小型モータ 車載車載

M&A

0

2000

2012年度 2015年度

0

867

0

1500

2012年度 2015年度

0

3000 15 2000 15

（営業利益率：％） （営業利益率：％）

ターゲット ターゲット

（目標） （目標）

（億円）（億円）

家電・商業・産業用家電・商業・産業用 その他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟその他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟ

※
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1,618

0

1500

3000

2012年度 2015年度

0

15

1,411

0

1000

2000

2012年度 2015年度

0

15

（目標）（目標）

％％

※三菱ﾏﾃﾘｱﾙｼｰｴﾑｱｲ買収による同社分のFY15売上高目標180億円を含む。
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FY15へのポートフォリオ転換

売上高

FY11 FY15

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他その他

HDD
ﾓｰﾀ
（26%）

10%

10%

1%

33%

8%

8%
1%

HDD
ﾓｰﾀ
（15%）

その他
家

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ

機器装置機器装置機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

そのその
他他

そのその
他他

機器装置機器装置機器装置機器装置

営業利益

FY11
6,823億円

FY15
1.2兆円

（目標）

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ

その他その他その他その他

（26%）

その他
小型
ﾓｰﾀ
（23%）

家電・

商業・ 49%

1%

その他
小型
ﾓｰﾀ
（18%）

車載
（25%）

家電・

産業用
（18%）

商業・

7%

1%

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

機器装置機器装置機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品 そのその
他他

そのその
他他

50%

産業用
（25%）車載

（12%）

9%電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

30%

15

FY11
731億円

FY15
1,800億円

（目標）

機器装置機器装置機器装置機器装置

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ

家電・
商業・
産業用

HDD
ﾓｰﾀ

その他小型
ﾓｰﾀ

69%

9%

47%
36%

9%

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ家電・

商業・

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

産業用

車載

HDD
ﾓｰﾀ

その他
小型
ﾓｰﾀ

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

車載
12%

新規M&A

その他

電子･光学部品

[ 売上高 ]

ポートフォリオの転換が成長スピードを加速中

売上高
1 2兆円

大幅な成長路線へ再び回帰

1.5兆円

※

電子･光学部品

機器装置

車載及び家電・商業・産業用

精密小型モータ

第１次高度成長期

事業ポートフォリオ転換
に向けた準備期

第２次高度成長期

1兆円

1.2兆円

※

16

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0

[ 年度 ] （予想） （目標） （目標）

5,000
億円

※三菱ﾏﾃﾘｱﾙｼｰｴﾑｱｲ買収による同社分のFY15売上高目標180億円を含む。
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家電・商業・産業用の事業構成

家電事業 商業事業 産業事業

洗濯機、食洗器、乾燥機、等 ｴｱｺﾝ、ﾌﾟｰﾙ・ｽﾊﾟ、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、
ｴｽｶﾚｰﾀｰ、商業用冷蔵庫、ﾌ
ﾛｱｹｱ、架空ﾘﾌﾄ、等

ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、ｺﾝﾍﾞｲﾔｰ、
ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ、船舶、発電事業、
鉄鋼ﾌﾟﾗﾝﾄ、鉱業、等
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洗濯機用
モータ

乾燥機用
モータ

食洗機用
モータ

エアコン用各種モータ

ｴﾚﾍﾞｰﾀ
巻上機 ｴﾚﾍﾞｰﾀ制御装置

業務用食洗器
ﾓｰﾀ/ﾎﾟﾝﾌﾟ

産業用各種モータ

低電圧ドライブ

中電圧ドライブ

家電・商業・産業用の中期事業計画

3,000 450

日本電産（左軸）

日本電産アブトロン（左軸）

日本電産キネテック（左軸）

2015年度ターゲット
売上高：3,000億円
営業利益率：15%

24ヶ月ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
で進捗管理

グローバルビジネス
統轄本部主導による
グループ一体化経営
効果で収益性向上

を加速

2,000 300

日本電産ＡＳＩ（左軸）

日本電産ソーレモータ（左軸）

日本電産モータ（左軸）

日本電産テクノモータ（左軸）

営業利益（右軸）

売
上
高
（
億
円
）

営
業
利
益
（
億
円
）

で進捗管理

18

0

1,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

150

（予想） （目標） （目標）



10

車載の事業構成

車載用モータ 自動車部品

日本電産

日本電産ﾓ ﾀ ｽﾞ ｱﾝﾄﾞ ｱｸﾁ ｴ ﾀ ｽﾞ 日本電産ト ソク

日本電産自動車ﾓｰﾀ・ｱﾒﾘｶ

日本電産ﾓｰﾀｰｽﾞ ｱﾝﾄﾞ ｱｸﾁｭｴｰﾀｰｽﾞ 日本電産トーソク

電動ﾊﾟﾜｽﾃ用
ﾓｰﾀ

ﾃﾞｭｱﾙｸﾗｯﾁ用
ﾓｰﾀ

電動ﾊﾟﾜｽﾃ用
ﾓｰﾀ

電動ﾊﾟﾜｽﾃ用
ﾓｰﾀ

電磁弁 スプールバルブ

19

ｼｰﾄ調整用ﾓｰﾀ ｴﾝｼﾞﾝ冷却用
ﾌｧﾝﾓｰﾀ

ESP/ABS用
ﾓｰﾀ

電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ用
ﾓｰﾀ

ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞｰ用
ﾓｰﾀ

ﾄﾞｱﾛｯｸ用
ﾓｰﾀ

ﾄﾗﾝｸ/ﾃｰﾙｹﾞｰﾄ
電動開閉用ﾓｰﾀ

ｻﾝﾙｰﾌﾟ用ﾓｰﾀ

コントロールバルブ

電動化製品 電動オイルポンプ

車載の中期事業計画

3,000 300

新規M&A（左軸）

日本電産トーソク（左軸）

2015年度ターゲット
売上高：3,000億円

（新規M&A：1,500億円含む）

営業利益率：7.5%

グローバルビジネス
統轄本部主導による
グループ一体化経営

効果と
モジュール化戦略

（ECU等）
で収益性向上加速

1,000

2,000

100

200

日本電産  ＆ＮＭＡ（左軸）

営業利益（右軸）

売
上
高
（億
円
）

営
業
利
益
（
億
円
）

24ヶ月ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
で進捗管理

収 性向 加速

225

※

20
-1,000

0
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

-100

0

（予想） （目標） （目標）

※従来の日本電産本体分に加えて、日本電産自動車ﾓｰﾀ・ｱﾒﾘｶ分を含む。
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グローバルビジネス統轄本部の役割

グル プ横串活動を展開中グル プ横串活動を展開中

全体最適・グループ一体化経営の強力推進
による日本電産グループ・シナジーの実現！

One

グループ横串活動を展開中グループ横串活動を展開中

FY13上期に活動をスタート FY13下期・・・・・・・・・・・＞

収益性の向上
を加速

収益性の向上
を加速

（１） ビジネス・シナジー

① ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社間（国内外）ｸﾛｽｾﾙ推進
② 「Sales Force ｼｽﾃﾑ」の立上げと稼動
③ ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社間協業（ｽﾘｰ新）の創出
④ 技術シナジ 融合（ｼ ｽﾞ ﾆ ｽﾞ ﾏｯﾁﾝｸﾞ）

（グローバルビジネス統轄本部下に）

「グローバル事業戦略室」を新設
① 新興国（インド・中東等）へ生・販の進出を

牽引・促進

21

④ 技術シナジー融合（ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞ）

（２） コスト・シナジー

① ｸﾞﾙｰﾌﾟ共同購買の推進
② 「最安値購入システム」の導入
③ 生産技術・生産設備のｸﾞﾙｰﾌﾟ一括管理
④ 物流戦略の見直し

牽引 促進
② 新規買収企業との連携を企画・立案

「生産技術革新室」を新設
① 設備投資の抑制（設備・遊休リスト一元化）
② 設備のｸﾞﾙｰﾌﾟ共同購入を推進
③ 要素技術のｸﾞﾙｰﾌﾟ間交流で生産効率と

品質の更なるグレード・アップ！

精密小型モータの事業構成

HDDモータ その他小型モータ

日本電産

日本電産、日本電産サンキョー、日本電産コパル、日本電産コパル
電子、日本電産サーボ、日本電産セイミツ、日本電産コンポーネン
トテクノロジー

日本電産
トテクノロジ

IT・AV機器用モータ OA用モータ 小型ﾌﾞﾗｼﾚｽDCﾓｰﾀ（標準型） ファン

22

ＨＤＤ用モータ
ｻﾆﾀﾘｰ/水廻り設備用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄｴｱｺﾝ用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ 洗濯機用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ

冷蔵機用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ

給湯器用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ

医療用（透析）ﾁｭｰﾌﾞﾎﾟﾝﾌﾟ振動ﾓｰﾀ
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精密小型モータの中期事業計画

4,000 1,000

その他小型モータ

ＨＤＤモータ

営業利益（右軸）

2015年度ターゲット
売上高：4,000億円
営業利益率：22.0% 生産技術の革新

で飽くなき
原価改善！

24ヶ月ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
で進捗管理

2,000

3,000

400

600

800

営業利益（右軸）
880

売
上
高
（億
円
）

営
業
利
益
（
億
円
）

23

0

1,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

200

400

（予想） （目標） （目標）

中長期ＨＤＤ市場予測と戦略

1.8ｲﾝﾁ
ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
3 5ｲﾝﾁ ﾆｱﾗｲﾝCY14を底に

CY14以降のHDD数量は微増トレンドながら、高付加価値ゾーン
（ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ・ﾆｱﾗｲﾝ・超薄型）の比率増加が収益向上を牽引

300

400

500

600

700

3.5ｲﾝﾁ、ﾆｱﾗｲﾝ
3.5ｲﾝﾁ、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ/CE
2.5ｲﾝﾁ、9.5mm厚
2.5ｲﾝﾁ、7mm厚以下

656
621

578

542
500 500 501 507 515 527 543

CY14を底に
CY16より数量
回復するも微増

（百万台）

3.5ｲﾝﾁ、ﾆｱﾗｲﾝ

3 5ｲﾝﾁ ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ/CE

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

高付加価値

24

0

100

200

300

CY10 CY11 CY12 CY13 CY14 CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

3.5ｲﾝﾁ、ﾃ ｽｸﾄｯﾌ/CE

2.5ｲﾝﾁ、9.5mm厚

（日本電産推定）

2.5ｲﾝﾁ、7.0mm厚以下

高付加価値
ゾーン
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その他小型モータの戦略

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ9千億円強のTAMに対して当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ占有率は未だ10％

＜世界の小型モータ市場規模（約9,240億円） と、当社の占有率＞

（医療機
器・計測
機器・電
動ｱｼｽﾄ

（PC・ｻｰ
ﾊﾞｰ・ｽｲｯ
ﾁ・ﾙｰﾀｰ・
電源・他）

（
市
場
占
有
率
）

家電用
小型ﾓｰﾀ
3,339億円

環境
関連

1,135億円

産業用
小型ﾓｰﾀ
2,425億円

ＩＴ
通信
1,130
億円

OA
関連
744
億円

AV
機器
467
億円

＜当社の占有箇所＞

日本電産グループ

日本電産

25

動ｱｼｽﾄ
自転車、

他）
（工業ﾐｼﾝ・組立ﾛﾎﾞｯ
ﾄ・搬送系・車載ｼｰﾄ・ｱ

ﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ、他）

（市場規模）

, 億円

（掃除機・扇風機・
冷蔵庫・給湯器・

加湿空気清浄、他）

三菱マテリアルシーエムアイ㈱の全株式取得に合意

＜三菱マテリアルシーエムアイの概要＞

本社所在地： 静岡県裾野市千福46-1
設立： 1966年1月10日

日本電産サンキョーによる、昨年度の韓国SCD社買収に次ぐ２社目のM&A案件

ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ
（主に冷蔵庫向け）

溶解接点
（主に車載リレー用、

民生用）

※

設立： 1966年1月10日
主要事業内容： 小型モータ、電気接点等

の開発、製造、販売
資本金： 4億9千万円
従業員数： 単体359人、連結1,554人

（2013年3月末時点）
連結売上高： 13,386百万円

（2013年3月期）
直近資産内容： 流動資産 5 826百万円

44%
56%

FY12
売上高

134億円

（主に冷蔵庫向け）

ステッピングモータ
（主にｴｱｺﾝ、温水便座、

二輪、車載向け）

焼結接点
（ブレーカー等

電力用）

小型モータ事業

電気接点事業

（＊）

26

直近資産内容： 流動資産 5,826百万円
固定資産 2,981百万円

主要拠点： 本社 静岡県裾野市
[小型モータ]
ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

[電気接点]
富山県、中国（上海）

タングステン合金

（＊） プロフォーマベース

※2013年12月末クロージング予定
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お問い合わせ先
日本電産株式会社 広報宣伝・ＩＲ部

ＩＲグループ

27
Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国における登録商標または商標です。

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標または米国およびその他の国の商標です。

Tel： 075-935-6140
E-mail： ir@nidec.com

注記：前第３四半期連結会計期間のSCD Co., Ltd.及び日本電産凱宇汽車電器（江蘇）有限公司の買収により
取得した資産、引き継いだ負債に関する公正価値評価が当第２四半期に完了致しました。これにより前第
４四半期、並びに当第１四半期の連結財務諸表を遡及修正しております。

業績推移

補足資料

業績推移・
製品グループ別

状況

28
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0.9%
(1.0%)

物流・サービス他、
オルゴール関連商品

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他その他
(   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ
カメラシャッタ スイッチ

製品グループ別売上構成（13年度上期）

4,296億円

42.0%
(47.7%)

21.5%
(25.1%)

20.5%

10.2%
(8.8%)

8.7%
(10.6%)

その他小型モータ
光ディスク装置用モータ、
ＯＡ機器用モータ、
ポリゴンレーザスキャナ用
モータ、

産業用ロボット、

ＭＰＵ冷却用ファン

ＨＤＤモータ

機器装置機器装置機器装置機器装置

カメラシャッタ、スイッチ、
トリマポテンショメータ、
部品加工、樹脂成型品

基板検査装置、高速プレス
機器、チップ実装機、計測
機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー

家電・
商業・
産業用

29

0.5%
（22.6%)

38.2%
(31.9%)

ＭＰＵ冷却用ファン、
ゲーム機用ファン、
ＰＣ・通信機器用ファン、
家電用ファン、
自動車用ファン、

携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ
モータ駆動ユニット

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

カ ドリ ダ

車載

産業用

12.1%
(12.2%)

26.1%
(19.7%)

1,790 1,745
1,861

2,184

1,697

2,113

11 2%
12.4%

売上高（左軸） 営業利益（右軸） 営業利益率

売上高・営業利益の推移

（億円） （億円）

2,500 500

9.8%

0.8%

11.2%
12.4%

8.5%

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q

00

222
195 213

13

180

30

-13.7%

-500

-254

※27ページに記載の注記にご留意下さい。
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133

182

129

174

133

211

138

183

250

（億円） 税引前利益 当期利益

税引前利益・当期利益の推移

133 129

13 9

133 138

0

31

-244

-191

-250

※27ページに記載の注記にご留意下さい。

FY12/1Q 2Q 3Q

4Q

FY13/1Q 2Q

配当金の推移

85 0 85 0
90.090.0

100 1,000

通期 第2四半期末 連結EPS（通期、右軸）
（円／株） （円）

（予想）

85.0 85.0

45 0

404
376

50 500（予想）

32

45.0

40.0 45.0 45.0
296

59

0

10年度 11年度 12年度 13年度

0
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連結キャッシュ・フロー推移

1,000

営業CF 投資CF フリーCF（億円）
＊

400 455

-171

284

-382

0

500

33

-782
-1,000

-500

12年度上期 13年度上期

※27ページに記載の注記にご留意下さい。

＊ﾌﾘｰ･ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ： 営業活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ＋投資活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

120178
143

1,000 200

（売上高：億円） （営業利益：億円）

891
793

745

精密小型モータ

768
878 926

142

26

-500

0

500

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q

-100

0

100

34

-120

-1,000 -200

HDDモータ その他小型モータ 営業利益（右軸）

※27ページに記載の注記にご留意下さい。
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51
45

1,000 60

（売上高：億円） （営業利益：億円）

540

車載及び家電・商業・産業用

587 616
742

800841

27

-30

7

22

-500

0

500

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q

-30

0

30

540 587

35

-1,000 -60
日本電産 日本電産ﾓｰﾀｰｽﾞ&ｱｸﾁｭｴｰﾀｰｽﾞ

日本電産トーソク 日本電産テクノモータ

日本電産モータ 日本電産ソーレモータ

日本電産ASI 日本電産キネテック

日本電産ｱﾌﾞﾄﾛﾝｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ 営業利益（右軸）

250 50

（売上高：億円） （営業利益：億円）

機器装置

199

238

29

22
20 9

33

19
50

100

150

200

10

20

30

40

157 156 152
170

199

36

0

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q
0

日本電産サンキョー 日本電産シンポ 日本電産ミンスター

日本電産リード 日本電産コパル その他

営業利益（右軸）
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200 100

（売上高：億円） （営業利益：億円）

185

電子・光学部品

190
161 157 175

199

-21 -3 8

1912

-100

0

100

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q

-50

0

50

161 157

37

-95

-200 -100

日本電産サンキョー 日本電産コパル

日本電産コパル電子 営業利益（右軸）

30 6

（売上高：億円） （営業利益：億円）

その他

0

2
2222

10

20

30

2

4

6

23

17 20

23

20 20

38

00

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q
0

売上高　（左軸） 営業利益（右軸）


